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令和６年度 第３回 「運行管理高度化ワーキンググループ」

令和７年度の取組について
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ＩＣＴの活用による運行管理業務の高度化のシナリオ
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本格運用

ＤＸを活用し、事業者を跨いだ
遠隔での運行管理(点呼含む)の実施

【将来】

※被集約営業所に選任されている運行管理者の
集約営業所における選任可否についても検討



令和７年度 運行管理高度化の取組項目案

⚫ ＩＣＴを活用した点呼制度の活用促進に係る周知・啓発

⚫ 運行管理業務の一元化のさらなる検討

・現制度の意義や理解向上を図るための情報の整備、リーフレットの作成等

・現制度をうまく活用している導入優良事例の調査

→調査で得られた現行制度の困りごとや課題についてもニーズを踏まえながら随時対応していく

・運行管理業務の一元化における運行管理者選任数に係る実証

他検討会やWGとも連携しながら、点呼制度・運行管理業務の一元化等についての議論

を適宜WG形式で開催させていただく

(参考)遠隔点呼制度化時作成のリーフレット

・事業者を跨いだ運行管理業務の一元化のニーズ調査

→ニーズを踏まえながら業態を拡大しながら検討

⚫ 運行中の動態管理による安全向上策についての検討

・現在の動向把握

・動態管理が可能な次世代運行管理システムの普及に向けた標準化の検討
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